
 

 

 

指導者 呉市立三坂地小学校 森高 大樹 

１．日 時  令和７年６月24日（火）～７月４日（金） 

２．場 所  呉市立三坂地小学校 ５年１・２組教室 

３．学 年  第５学年１組（合計27名） 

２組（合計28名） 

 

 

〇単元観  

本単元は小学校学習指導要領解説社会編 第５学年 内容（2）に示された、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を受けて設定したものである。 

本単元を通して育成したい資質・能力は、「社会的事象について多角的に捉え、自らの考えを根拠や資料

に基づいて分かりやすく説明したり、議論したりする力」である。本単元では、農業の具体事例として、山

形県庄内平野、広島県安芸太田町の井仁の棚田、岡山県新庄村の米づくりを取り上げる。米は日本人の主

食であり、米づくりに関わる人々が生産性や品質、付加価値を高めるよう努力したり、輸送方法や販売方

法を工夫して良質な米を消費地に届けたりするなど、我が国の食料生産を支えていることに気付くことが

できる題材である。また、米農家等が抱える課題を手がかりとして、これからの農業の在り方について、

生産者や消費者といった多様な立場から多角的に考え、説明や議論を通して自分の考えを再構成し、根拠

に基づいて表現できるようになることをねらいとする単元である。 

〇児童観 

 児童は、昨年度の社会科の単元末テストでは、「知識・技能」に比べて「思考・判断・表現」に課題が見

られた。特に、資料から必要な情報を読み取ったり、自分なりの意見をもったりすることはできるものの、

複数の立場を踏まえて考えを筋道立てて記述したり、根拠を示して説明したりすることに困難を感じてい

る児童が多い。また、話合い活動においても「分かったことの共有」にとどまり、考えを深め合う場として

機能していない場面が多く見られた。そのため、発言内容は事実の羅列や思いつきにとどまり、根拠を明

確にした説明や議論をする力に課題が見られた。 

こうした実態から、児童が社会的事象を多角的に捉え、他者との関わりを通して自らの考えを見直した

り、再構成したりする学習を重ねることで、根拠や理由を明確にして表現できるようにすることが必要で

ある。 

第５学年 社会科学習指導案 

単元名：「いいね！日本の米づくり～米づくりがさかんな地域～」 
 

単元について 

（2） 我が国の農業や水産業における食料生産について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、

次の事項を身に付けることができるよう指導する。   

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。  

（ア） 我が国の食料生産は、自然条件を生かして営まれていることや、国民の食料を確保する重要

な役割を果たしていることを理解すること。  

（イ） 食料生産に関わる人々は、生産性や品質を高めるよう努力したり輸送方法や販売方法を工夫

したりして、良質な食料を消費地に届けるなど、食料生産を支えていることを理解すること。  

（ウ） 地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、まとめること。   

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

（ア） 生産物の種類や分布、生産量の変化、輸入など外国との関わりなどに着目して、食料生産の概

要を捉え、食料生産が国民生活に果たす役割を考え、表現すること。 

（イ） 生産の工程、人々の協力関係、技術の向上、輸送、価格や費用などに着目して、食料生産に

関わる人々の工夫や努力を捉え、その働きを考え、表現すること。 

 



〇指導観 

 本単元では、社会的事象を多角的に捉え、根拠や資料に基づいて説明したり、議論したりする表現力の

育成を目指す。指導に当たっては、五つの手立てを講じていく。 

（1）多角的な思考を促す学習内容と場面の工夫  

庄内平野の生産性を高める米づくり、安芸太田町井仁の棚田に見られる景観を守る米づくり、岡山県新

庄村の環境に配慮した無農薬栽培の米づくりなど、特色が異なる事例を取り上げる。また、ＪＡ職員、農

業研究者、地域の農家、消費者といった米づくりに関わる多様な立場を扱い、資料を基に立場の違いを踏

まえて考えられるようにする。資料を活用して個人やグループで情報を収集させ、その内容を付箋に書き

出して整理・分類する活動を取り入れることで、社会的事象を一面的に捉えるのではなく、多角的に考え

ることができるようにする。 

（2）「説明する力」の育成をねらった活動   

本単元では、第２、４、７時に説明する場面を設定する。児童は資料から得た情報を付箋に書き出し、そ

れらを根拠として互いに説明し合う活動に取り組む。 

第２時では、庄内平野に食味評価で特Ａの米が多い理由について、自然条件と関連付けて考えさせる。

その際、気温や日照時間、地形などの資料を基に説明させる。第４時では、ＪＡの営農指導員や研究者の

役割について資料を基に理解させ、米づくりを支える人々の働きと米づくりの諸課題とを関連付けて説明

させる。第７時には、無農薬栽培に取り組む農家の資料を基に農家の努力や工夫を踏まえて説明させる。

このように説明する場面を複数回設定し、根拠を明確にして説明する力の育成を図る。  

（3）「議論する力」の育成をねらった活動 

本単元では、第３、５、８時に議論する場面を設定する。まず、資料から得た情報を付箋に書き出し、互

いに説明し合う。その後、付箋を画用紙に貼って整理・分類する。次に、それらを根拠として自らの主張を

画用紙に書き込み、主張と根拠を可視化した上で、議論を行う。  

第３時では、「美しい風景を守る米づくりはこれからも続いていくのか。」という問いに対し、棚田に関

する資料を基に景観保全の意義や課題について議論させる。第５時では、「生産者として、ＪＡへの出荷と

直接販売のどちらを選ぶか。」という問いに対し、流通や価格に関する資料を基に、各販路の特徴を比較し、

費用や作業量に着目して議論させる。第８時では、「おいしい米をこれからも食べ続けるために一番大切な

ことは何か。」という問いに対し、本単元の学習内容を基に、自然の保護や景観の保全、農家の支援など立

場を明確にして議論させる。 

このように、議論する場面を複数回設定し、主張と根拠を可視化する活動と組み合わせることで、児童

が立場や根拠を明確にして議論する力の育成を図る。  

（4）「みさかじカード」による自己調整支援の工夫  

児童の学びの自己調整を促すツールとして、ＯＥＣＤのラーニング・コンパスで示されたＡＡＲサイク

ルに基づく「みさかじカード」（巻末資料）を開発し、単元を通して継続的に活用する。授業の導入では、

本時のめあてや活動の流れを示し、「見通し」欄に、説明する力や議論する力に関する目標を記述させる。

「さぁ！行動」欄には、立てた目標に沿ってどのような行動をしたのかを記述させ、「かいぜん」欄には、

成果や課題、その要因や改善点などを記述させ、自らの説明や議論といった表現を振り返らせることで、

次時の学習へとつなげる。 

（5）教師によるフィードバックの工夫 

児童の自己調整を促す手立てとして、「みさかじカード」に教師コメント欄を設け、毎時間フィードバッ

クを行う。その際、フィードバックは評価や励ましにとどめるのではなく、児童が自ら立てた見通しと行

動、振り返りとを結び付け、次時の学習に向けた改善の視点をもてるように指導する。 

 

 

 

 



 

 

〇単元の目標 

我が国の農業における食料生産について、生産の工程、人々の協力関係、技術の向上、輸送、価 

格や費用などに着目して、地図帳や各種の資料で調べ、まとめ、食料生産に関わる人々の働きを考 

え表現することを通して、食料生産に関わる人々は、生産性や品質を高めるよう努力したり輸送方 

法や販売方法を工夫したりして、良質な食料を消費地に届けるなど、食料生産を支えていることを 

理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究・解決し、学習したことを基に、社会の 

一員として、これからの農業の発展について考えようとする態度を養う。 

 

〇単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 我が国の食料生産は、自然

条件を生かして営まれてい

ることや、国民の食料を確

保する重要な役割を果たし

てることを理解している。 

 

 

② 食料生産に関わる人々は、

生産性や品質を高めるよう

努力したり輸送方法や販売

方法を工夫したりして、良

質な食料を消費地に届ける

など、食料生産を支えてい

ることを理解している。  

 

③  地図帳や各種の資料で必要

な情報を調べ、まとめてい

る。 

 

① 生産の工程、人々の協力関

係、技術の向上、輸送、価

格や費用などに着目して、

食料生産に関わる人々の工

夫や努力を考え、表現して

いる。 

 

② 学習したことを基に、食料

生産と国民生活との関わり

を捉え、これからの農業の

発展について自分の考えを

まとめ、表現している。 

① 我が国の農業における食料

生産について、主体的に問

題解決しようとしたり、学

習したことを基に、これか

らの農業の発展について考

えようとしたりしている。 

単元の目標及び評価規準 



〇単元計画（全８時間） 

次 時 
ねらい 

〇問い 
説明や議論の内容 資料 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

一 １ 山形の米に食味評価の

特Ａが多い理由を予想し、

学習問題を作り、学習計画

を立てることができるよ

うにする。 

 

【興味を引き出す問い】 

〇なぜ山形県では特Ａの

米が多く生産されている

のか。 

【説明する活動】 

・米袋や庄内平野の写真など

の資料を基に本時の興味を

引き出す問いについて予想

し、付箋に自分の考えを書

き出す。 

・グループでそれぞれの予想

を、付箋を基に説明し合う。 

・出し合った付箋を分類・整

理し、似た内容ごとにラベ

リングを行い、予想をまと

める。 

・写真「庄内平野

の水田地帯」 

・実物「つや姫の

米袋」 

 

特Ａの米が多い理由

を予想し、学習計画を

立て解決の見通しをも

っている。 

（発言、画用紙）【態①】 

 

学習問題 わたしたちが食べる米はどのように生産されて届けられているのだろうか。 

二 ２  庄内平野の気候や地形

を調べることを通して、米

の生産地と自然条件との

関わりを理解することが

できるようにする。 

 

【興味を引き出す問い】 

〇川と水田があるという

地形の特徴は広町と似て

いるのに、なぜ庄内平野の

方が特Ａの米が多く生産

されているのか。 

【説明する活動】 

・特Ａの米が多く生産される

理由について、教科書や動

画から関連する情報を見付

け、付箋に書き出す。 

・グループで付箋を出し合い、

地形や気候、自然条件の視

点から共通点を見付けなが

ら分類・整理しラベリング

する。 

・本時の興味を引き出す問い

について画用紙に考えを書

き込み、グループで説明し

合う。 

・教科書「庄内平

野の地形と気

候の特色」 

・動画「米づくり

がさかんな庄

内平野」 

 

 

庄内平野の自然条件

を調べて、米づくりに

適した地形と気候の利

点について理解してい

る。（画用紙） 【知①】 

 

庄内平野の地形と気

候に着目して、庄内平

野の米づくりのヒミツ

について付箋の情報を

根拠にして考えを分か

りやすく説明してい

る。（発言、画用紙）           

【思①】 

３ 耕地整理や農業機械な

どの技術の向上によって

生産性が高まったことを

理解するとともに、景観保

全の米づくりについて調

べることで、米づくりの生

産性について考え、議論す

ることができるようにす

る。 

 

【興味を引き出す問い】 

〇なぜ米農家の労働時間

が減っているのに生産性

は上がっているのか。 

【議論する活動】 

・「美しい風景を守る米づく

り」について資料から生産

の特徴を見付け、付箋に書

き出す。 

・書き出した付箋の内容を説

明し合い「よさ」と「課題」

の視点で分類・整理する。 

・本時の議論を促す問いにつ

いて画用紙に考えを書き込

み、グループで議論する。 

 

・配付資料①「井

仁の棚田～美

しい風景を守

る 米 づ く り

～」 

井仁の棚田の美しい

風景を守る米づくりの

価値について、生産性

の高い米づくりと比較

しながら、付箋の情報

を根拠にして議論して

いる。（発言、画用紙）     

【思②】 

 

 

 



【議論を促す問い】 

〇美しい風景を守る米づ

くりは今後も続いていく

のか。 

４ 米づくりを支える人々

について調べることを通

して、消費者と生産者のニ

ーズを意識して米づくり

の支援や品種改良が行わ

れていることを理解する

ことができるようにする。 

 

【興味を引き出す問い】 

〇なぜ米農家以外にも多

くの人が米づくりに関わ

っているのか。 

【説明する活動】 

・資料から、米づくりに関わる

人とその仕事内容を読み取

り、付箋に書き出す。 

・グループで「米づくりに関わ

る人」と「仕事内容」の視点

から付箋を分類・整理し、ま

とめる。 

・本時の興味を引き出す問い

について画用紙に考えを書

き込み、グループで説明し

合う。 

 

・教科書「庄内平

野の米づくり

を支える人た

ち」 

米づくりに関わる

人々を調べて、ＪＡや

農業研究所の米づくり

を支える役割について

まとめている。（付箋）             

【知③】 

 

生産者や消費者にと

ってＪＡや農業研究所

の関わりの利点につい

て付箋の情報を根拠に

して考えを分かりやす

く説明している。 

（発言、画用紙）【思①】 

５ 生産地から消費者に運

ばれるまでの過程や輸送

について知ることを通し

て、価格にそれぞれの費用

が含まれていることを理

解できるようにするとと

もに、農家が利用する販路

によって利益が変わるこ

とを調べることで、農家の

工夫や努力について考え、

議論することができるよ

うにする。 

 

【興味を引き出す問い】 

〇販売価格は同じ約5,000

円なのに、なぜＪＡを利用

した場合と直売で農家の

利益が違うのだろう。 

 

【議論を促す問い】 

〇生産者は、ＪＡへの出荷

と直売のどちらの売り方

を選ぶとよいのか。 

【議論する活動】 

・ＪＡへの出荷と、直売の特徴

を資料から読み取り、それ

ぞれ付箋に書き出す。 

・グループで付箋を出し合

い、「よさ」と「課題」の視

点で分類・整理する。 

・整理した情報を基に、本時の

議論を促す問いについて画

用紙に主張を書き込み、グ

ループで議論する。 

・配付資料②「米

の流通と費用

について」 

生産地から消費者に

運ばれるまでの過程や

輸送について調べて、

価格にどのような費用

が含まれていることを

理解している。 

（画用紙）    【知②】 

 

米をＪＡへ出荷する

農家と直売で売る農家

の考え方を基に、農家

の工夫や努力について

付箋の情報を根拠に考

えをまとめている。 

（画用紙）    【思①】 

 

６ これまで学習したこと

をまとめ、話し合うことを

通して、特Ａの米の生産に

は地形や気候といった自

然条件や、農家の工夫や努

力、技術の向上、関係機関

【説明する活動】 

・本時の興味を引き出す問い

について、これまでの学習

で出てきたキーワードをグ

ループで共通点ごとに分

類・整理してまとめる。 

・これまでに活

用してきた資

料 

・教科書 

・ノート 

 

学習したことを基

に、農業の仕組み、工夫

や努力したことを分か

りやすく説明してい

る。（発言、画用紙）             

【思①】 



の支援といった社会条件

が関連していることを説

明することができるよう

にする。 

 

【興味を引き出す問い】 

〇特Ａの米を生産する庄

内平野には、どのようなヒ

ミツがあったのか。 

・キーワードを分類する際は、

教科書や資料、ノートを振

り返りながら、それぞれの

内容を根拠にして説明す

る。 

 

 

 

三 ７ これまで学習してきた

農法とは異なる無農薬栽

培米を作る農家について

調べることを通して、農家

の工夫や努力、願いや思い

を説明することができる

ようにする。 

 

【興味を引き出す問い】 

〇なぜ高い、難しい、少な

い米づくりをしているの

か。 

【説明する活動】 

・無農薬栽培の米づくりの特

徴を見付け、付箋に書き出

す。 

・グループで「よいところ」

と「困るところ」の視点で

付箋を分類・整理する。 

・本時の興味を引き出す問

いについて画用紙に考え

を書き、グループで説明し

合う。 

・配付資料③「自

然と地球の未

来を守る米づ

くり」 

岡山県新庄村の無農

薬栽培の米づくりを調

べ、特徴についてまと

めている。（付箋） 

【知③】 

 

学習してきた農家と

の共通点や違いに着目

し、無農薬栽培の米づ

くりの特徴について付

箋の情報を根拠にして

分かりやすく説明して

いる。（発言、画用紙）          

【思①】 

８  これまでの学習を基に

農業の課題を改善するた

めに消費者にできること

を話し合うことを通して、

日本の農業の発展を考え、

議論することができるよ

うにする。 

 

【興味を引き出す問い】 

〇これからの農業はどう

なっていくのだろうか。 

 

【議論を促す問い】 

〇これからもおいしい米

を食べ続けるために、一番

大切なことは何か。 

【議論する活動】 

・日本の米農家が抱える問題

を踏まえ、生産者や消費者

の立場から、本時の興味を

引き出す問いについて考

え、これまでの学習を基に

消費者の立場からできるこ

とを書き出す。 

・付箋を基に、本時の議論を促

す問いについて画用紙に主

張を書き込み、グループで

議論する。 

・これまで活用

してきた資料 

・教科書 

・ノート 

 

 

 

 日本の農業の現状を

改善することについ

て、学習したことを基

に、消費者や生産者の

立場から多角的に考

え、付箋の情報を根拠

にして議論している。

（発言、画用紙）【思②】 

 

これから農業の発展

について考えをまとめ

ている。（画用紙） 

【態②】 

 

 

※  各時間の冒頭において、「みさかじカード」の「見通し」欄に本時の目標や取組の見通しを記入さ

せる。説明や議論などの表現活動を行った後、「さあ！行動」欄に、本時に取り組んだ具体的な行動

を記入させる。さらに、授業の終末には、「かいぜん」欄にできたことや課題、次時に向けた改善点

を記入させる。 

 

 



 

 

（１）本時の目標 

山形の米に食味評価の特Ａが多い理由を予想し、学習問題を作り、学習計画を立てることができる。 

（２）観点別学習状況の評価規準 

我が国の農業における食料生産について、主体的に問題解決しようとしたり、学習したことを基

に、これからの農業の発展について考えようとしたりしている。【態①】 

（３）本時の学習展開 

 

学習活動 

 

◎主発問 

・補助発問 

◇指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

 

 

〇令和６年度の米の生産量につ

いて知る。 

《問題把握》 

 

 

〇食味ランキングについて知

り、順位を予想する。 

 

 

 

 

 

 

〇本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

〇山形県で特Ａの米が多く作

られている理由を予想する。 

        《個人思考》 

 

 

 

 

〇グループで交流する。 

《集団思考》 

 

 

 

 

◇家庭で食べている米の産地を聞き、米の生産量

のランキングの上位を予想させる。 

・どの都道府県が米の生産量ランキングの上位で

しょうか。 

 

◇米の生産量と食味ランキングの結果から疑問を

引き出し、庄内平野の米づくりに関心をもたせ

る。 

◇生産量と食味ランキングの順位の違いからずれ

を生み出し、本時の課題へとつなげる。 

◎なぜ山形県では特Ａの米が多く生産されている

のでしょうか。 

【興味を引き出す問い】 

 

 

 

◇みさかじカードの「見通し」欄に表現に関する目

標を記述させる。 

 

 

◇庄内平野の航空写真や、山形県の特Ａに選ばれて

いる品種である「つや姫」の米袋（実物）から庄

内平野の米づくりのヒミツを予想させ、付箋に書

き出させる。 

・山形県の庄内平野の様子や、米袋からヒミツを予

想してみましょう。 

 

◇活動の手順、話合いルールを説明しモニターに提

示しておく。 

◇根拠を示しながら予想を説明させ、その後、画用

紙に貼らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習（第１時） 

１ 気付きの交流と本時のめあての確認。（８分） 

２ 問題解決をする。（２７分） 

めあて 山形県で特 A の米が多く生産されるヒミツを予想しよう。 

 

 



 

 

 

○全体で交流する。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習をまとめる。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の振り返りをする。 

◇付箋を共通点や違いに注目させ、分類させ、ラベ

リングを行わせる。 

 

◇グループで整理した画用紙を黒板に提示し、全体

で共有させた後、共通しているキーワードを見付

けさせる。 

・全てのグループで共通しているキーワードは何

ですか。 

◇みさかじカードの「さぁ！行動」欄に本時の表現

に関わる取組を記述させる。 

 

 

 

◇これからどのようなことを調べていけば米づく

りに関する課題の解決につながるのかを画用紙

の予想を基に考えさせることで、今後の学習の見

通しをもたせる。 

・どのようなことを調べていけば、山形県に特Ａの

米が多くできるヒミツが分かりそうですか。 

 

 

 

 

 

◇振り返りの視点で本時の学習を振り返らせる。 

・本時の学びを振り返りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特Ａの米が多い理

由を予想し、学習計

画を立て解決の見

通しをもっている。 

（発言、画用紙） 

【態①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ  庄内平野の地形や田んぼ、農家の工夫や努力にヒミツがありそう。これらについて

これから調べていく。 

   

３ 学習のまとめ・振り返りをする。（10分） 



  

 

（１）本時の目標 

庄内平野の気候や地形を調べることを通して、米の生産地と自然条件との関わりを理解すること

ができる。 

（２）観点別学習状況の評価規準 

我が国の食料生産は、自然条件を生かして営まれていることや、国民の食料を確保する重要な役

割を果たしていることを理解している。【知①】 

食料生産に関わる人々は、生産性や品質を高めるよう努力したり輸送方法や販売方法を工夫した

りして、良質な食料を消費地に届けるなど、食料生産を支えていることを理解している。【思①】 

（３）学習の展開（第２時／全８時） 

学習活動 

◎主発問 

・補助発問 

◇指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

 

 

〇米づくりが盛んな地域の様子につい

て知る。  

《問題把握》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇庄内平野の自然や地形にどのような

ヒミツがあるのか予想し、確認する。 

            《個人思考》 

 

 

 

 

◇学校の近くの水田の様子が分かる写真

を提示し、庄内平野の水田と様子が似

ていることに気付かせる。 

・どちらが庄内平野の田んぼでしょうか。 

◇川と田の様子以外の米づくりに関係す

る自然条件に気付かせるため、学校付

近の水田と比較させ、ずれを生み出し、

本時の課題へとつなげる。 

・川と広い場所があれば、特Ａの米が作

ることができるなら特Ａの米は広町で

もできますか。 

◎川と水田があるという特徴は広町と似

ているのに、なぜ庄内平野の方が特Ａ

の米が多く生産されているのでしょう

か。     【興味を引き出す問い】 

 

 

 

◇みさかじカードの「見通し」欄に表現に

関する目標を記述させる。 

 

 

 

◇前時に話し合った予想から、自然条件

に関連する項目を再確認し、本時の見

通しをもたせる。 

・庄内平野の自然には、どのようなヒミツ

がありそうですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時のめあての確認。（５分） 

２ 問題解決をする。（3０分） 

本時の学習（第２時） 

めあて 庄内平野の自然や地形にはどのようなヒミツがあるのか調べよう。 



〇庄内平野の自然条件について調べ

る。 

《個人思考》 

 

 

 

 

〇グループ交流をする。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇全体交流をする。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時のまとめを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

◇個人で付箋に資料で調べた自然条件を

記述させる。 

・見つけた自然に関するヒミツは付箋に

書きましょう。 

 

 

 

◇庄内平野の自然条件について教科書や

タブレットを見せるなど、根拠を示し

ながら説明させる。 

・庄内平野の自然や地形のヒミツについ

て、教科書やタブレットを見せながら

説明しましょう。 

 

◇見つけた自然条件を記述した付箋をグ

ループで協力し、仲間分けしたり、ラベ

リングしたりして画用紙にまとめさせ

る。 

 

◇グループで話し合った画用紙を共有

し、共通しているキーワードを見付け

させる。 

・庄内平野の自然や地形には、どのような

ヒミツがありましたか。 

◇みさかじカードの「さぁ！行動」欄に本

時の表現に関わる取組を記述させる。 

 

 

◇庄内平野の自然と地形の特徴について

まとめさせる。 

・自分の説明の根拠になる付箋に丸をつ

けて、庄内平野のヒミツを各自画用紙

に書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「かいぜん」欄に今

日の表現や学び方について振り返らせ

記述させる。 

庄内平野の自然条件

を調べて、米づくり

に適した地形と気候

の利点について理解

している。（画用紙） 

【知①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内平野の地形と気

候に着目して、庄内

平野の米づくりのヒ

ミツについて付箋の

情報を根拠にして考

えを分かりやすく説

明している。 

（発言、画用紙） 

 【思①】 

 

 

 

 

 

 

３ 学習のまとめ・振り返りをする。（10分） 

まとめ  庄内平野には、水が豊か、気温差が大きい、季節風が吹くなどの米づくりに適し 

た条件がそろっている。 



  

 

（１）本時の目標 

耕地整理や農業機械などの技術の向上によって生産性が高まったことを理解するとともに、景観

保全の米づくりについて調べることで、米づくりの生産性について考え、議論することができるよ

うにする。 

（２）観点別学習状況の評価規準 

食料生産に関わる人々は、生産性や品質を高めるよう努力したり輸送方法や販売方法を工夫した

りして、良質な食料を消費地に届けるなど、食料生産を支えていることを理解している。【思②】 

（３）学習の展開（第３時／全８時） 

学習活動 

◎主発問 

・補助発問 

◇指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

 

 

〇農家の人々の労働時間の変化を知

る。 

《問題把握》 

 

 

 

 

 

 

〇機械化や効率化によって労働時間が

大幅に減った事実を知る。 

・耕地整理の写真 

・機械化の写真 

・生産性を高める作業の写真 

 

〇生産性を高める米づくりと井仁の棚

田の米づくりの特徴を比較する。 

 庄内平野 井仁の棚田 

耕地整理 している していない 

機械化 大型 小型・手作業 

生産性 高い 低い 

 

 

〇本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

◇「労働時間の変化」と「米の生産量の推

移」が分かるグラフを提示し、労働時間

が昔に比べて短縮されていることや生

産量が増加していることに気付かせ、

その理由を予想させる。 

・なぜ米農家の労働時間が減っているの

に生産性は上がっているのでしょう

か。     【興味を引き出す問い】 

 

◇昔の米づくりと現在の米づくりの写真

を提示し、違いを見付けさせる。 

・昔と今の米づくりはどんな違いがあり

ますか。 

 

 

◇「耕地整理」「水路」「機械化」「生産性」

の視点で比較させ、特徴を整理する。 

◇生産性を高めている米づくりと昔なが

らの生産方法で景観を守る米づくりを

比較することで、ずれを生み出し、本

時の課題へとつなげる。 

・なぜ、生産性の高くない米づくりを続

けているのでしょうか。 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「見通し」欄に表現に

関する目標を記述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 米づくりの生産性について考えよう。 

本時の学習（第３時） 

１ 本時のめあての確認。（５分） 



 

 

〇「井仁の棚田」の特徴について調

べる。 

《個人思考》 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループで交流する。 

《集団思考》 

 

 

〇生産性の高くない井仁の棚田の価値

について議論する。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時のまとめを行う。 

《個人思考》 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

 

◇井仁の棚田は、「日本の美しい風景31

選」や「日本の棚田100選」といった美

しい景色を守るために米づくりを行っ

ていることやその裏にある課題にも気

付かせる。 

・井仁の棚田にはどんな特徴があるのか

調べましょう。 

◇調べた井仁の棚田の特徴を付箋に記述

させる。 

 

◇画用紙に根拠となる付箋を貼りなが

ら、井仁の棚田の特徴を整理してまと

めさせる。 

 

◇休耕田が増えている事実を知らせ、生

産性が高くない井仁の棚田の価値につ

いて議論させる。 

◎美しい風景を守る米づくりは今後も続

いていくのでしょうか。 

【議論を促す問い】 

◇対立で終わらせるのではなく、「続けて

いくにはどうすればいいのだろうか」

という視点を持たせ、発展的な議論を

促す。 

・棚田の美しい風景を守っていくにはど

うしたらよいのでしょうか。 

◇みさかじカードの「さぁ！行動」欄に本

時の表現に関わる取組を記述させる。 

 

 

◇井仁の棚田の価値について、生産性を

高める米づくりとの違いに着目させて

まとめさせる。 

・米づくりの生産性について、井仁の棚田

の米づくりと庄内平野の米づくりとを

比べながら画用紙に書きましょう。 

 

 

 

◇みさかじカードの「かいぜん」欄に今日

の表現や学び方について振り返らせ記

述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井仁の棚田の美し

い風景を守る米づ

くりの価値につい

て、生産性の高い米

づくりと比較しな

がら、付箋の情報を

根拠にして議論し

ている。 

（発言、画用紙） 

【思②】 

２ 問題解決をする。（30分） 

３ 学習のまとめ・振り返りをする。（10分） 

・「日本の棚田 100選」 

・「日本の美しい風景 31選」 

・棚田体験 

 



  

 

（１）本時の目標 

米づくりを支える人々について調べることを通して、消費者と生産者のニーズを意識して米づく

りの支援や品種改良が行われていることを理解することができる。 

（２）観点別学習状況の評価規準 

地図帳や各種の資料で必要な情報を調べ、まとめている。【知③】 

生産の工程、人々の協力関係、技術の向上、輸送、価格や費用などに着目して、食料生産に関わ

る人々の工夫や努力を考え、表現している。【思①】 

（３）学習の展開（第４時／全８時） 

学習活動 

◎主発問 

・補助発問 

◇指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

 

 

〇一年間の米づくりの様子を知る。 

《問題把握》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇米づくりに関わっている人たちを予

想する。 

《個人思考》 

 

 

 

〇本時の課題を設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇米づくりの一年間の様子を写真を提示

しながら確認する。 

◇生産の過程の中で、米づくりを行う農

家の姿のみが写る作業写真を提示し、

児童が普段米づくり体験で関わってい

るＪＡの方の存在意義を問うことで、

ずれを生み出し、本時の課題につなげ

る。 

◎なぜ米農家以外にも多くの人が米づく

りに関わっているのでしょうか。 

【興味を引き出す問い】 

 

◇米づくりに関わっている人々の写真を

提示し、どんなことをしている人たち

なのか予想させる。 

・この人たちは一体どんな人で何をして

いるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「見通し」欄に表現に

関する目標を記述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時のめあての確認。（５分） 

本時の学習（第４時） 

 めあて 特Ａの米「つや姫」に多くの人が関わっている理由を調べよう。 



 

 

〇米づくりに関わっている人々ついて

調べる。      《個人思考》 

 

 

 

 

 

 

〇グループ交流をする。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇全体交流をする。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

〇近年開発された米の特徴を知り、現

在の米づくりの傾向を知る。 

 

 

 

〇本時のまとめを行う。 

《個人思考》 

 

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

◇教科書、タブレット（動画）を使って調

べさせる。 

◇付箋に「米づくりに関わっている人々」

や「役割」を記述させる。 

 

 

 

 

◇調べた情報を根拠として説明し、グル

ープで協力し、仲間分けしたり、ラべリ

ングしたりしながら画用紙にまとめさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

◇グループで出た意見を発表させ、クラ

ゲチャートで黒板に整理する。 

◇みさかじカードの「さぁ！行動」欄に本

時の表現に関わる取組を記述させる。 

 

 

 

◇ＪＡが推奨している米の違いから、地

域ごとに気候や土地に合った米づくり

が行われていることに気付かせ、知識

を一般化させる。 

 

◇特Ａの米づくりを支えている人々につ

いて付箋を根拠にまとめさせる。 

・特Ａの米づくりは誰がどのようにして

支えていましたか。各自画用紙にまと

めましょう。 

 

 

 

◇みさかじカードの「かいぜん」欄に今日

の表現や学び方について振り返らせ記

述させる。 

 

 

米づくりに関わる

人々を調べて、ＪＡ

や農業研究所の米

づくりを支える役

割についてまとめ

ている。（付箋）             

【知③】 

 

生産者や消費者に

とってＪＡや農業

研究所の関わりの

利点について付箋

の情報を根拠にし

て考えを分かりや

すく説明している。 

（発言、画用紙） 

【思①】 

 

 

 

 

 

２ 問題解決をする。（28分） 

３ 学習のまとめ・振り返りをする。（１2分） 

まとめ ＪＡや農業研究所などが消費者や生産者のニーズに合わせて米づくりに関わっている。 



  

 

（１）本時の目標 

生産地から消費者に運ばれるまでの過程や輸送について知ることを通して、価格にそれぞれの費

用が含まれていることを理解するとともに、農家が利用する販路の工夫によって利益が変わること

を調べることで、農家の工夫や努力について考え、議論することができる。 

（２）観点別学習状況の評価規準 

食料生産に関わる人々は、生産性や品質を高めるよう努力したり輸送方法や販売方法を工夫した

りして、良質な食料を消費地に届けるなど、食料生産を支えていることを理解している。【知②】 

生産の工程、人々の協力関係、技術の向上、輸送、価格や費用などに着目して、食料生産に関わ

る人々の工夫や努力を考え、表現している。【思①】 

（３） 学習の展開（第５時／全８時） 

学習活動 

◎主発問 

・補助発問 

◇指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

 

 

〇米がどうやって私たちのもとに届い

ているのか予想する。 

《問題把握》 

 

 

 

〇地域の農家の方からのメッセージを

読む。 

 

 

 

 

〇ＪＡを利用する場合と直売所で販売

する場合の農家の利益の違いを知

る。 

 

〇本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

販売方法 店頭価格 農家利益 

ＪＡ利用 約5,000円 

買取価格 

約2,000円 

約2,000円 

直売所

（地産地消

コーナー） 

約5,000円 

販売手数料 

約500円 

約4,500円 

 

 

◇自分の経験や既習を生かして、米が農

家から食卓に届くまでの過程を予想す

る。 

・米はどのようにして私たちのもとに届

くのでしょうか。 

 

◇広島県の農家の方からのメッセージを

読み、米を出荷する際にＪＡを利用し

たり、スーパーの地産地消コーナーで

販売したりすることができることに気

付かせる。 

 

◇地域の農家の方がＪＡを利用した際の

米の買取価格と直売で米を販売した際

の販売価格の違いをスライドで提示

し、ずれを生む。 

◎販売価格は同じ約5,000円なのに、なぜ

ＪＡを利用した場合と直売で農家の利

益が違うのでしょうか。 

【興味を引き出す問い】 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「見通し」欄に表現に

関する目標を記述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 私たちのもとに米が届くまでの流通と費用について考えよう。 

本時の学習（第５時） 

１ 本時のめあての確認。（10分） 



 

 

〇米の流通と費用について調べる。 

《個人思考》 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループで交流する。 

《集団思考》 

 

 

〇ＪＡを利用する売り方と、直売の価

値について議論する。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

〇全体で交流する。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時のまとめを行う。 

《個人思考》  

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

 

◇資料を基にＪＡを通して私たちのもと

に届く過程を調べさせ、付箋に書かせ

る。 

◇ＪＡを利用する場合と直売で販売する

ことの生産者にとってのメリット、デ

メリットを確認させる。 

 

 

 

◇画用紙に根拠となる付箋を貼りなが

ら、ＪＡを通す流通の過程を整理して

まとめさせる。 

 

◇付箋を根拠に自分の主張を画用紙に書

き込ませる。 

・生産者は、ＪＡへの出荷と直売のどちら

の売り方を選ぶとよいのでしょうか。 

【議論を促す問い】 

 

 

 

 

◇根拠となる資料を示しながら議論させ

る。その際、考えを書き加えたり、修正

したりさせる。 

◇各グループでどのような意見が出たの

か発表させ、全体で考えを共有する。 

◇みさかじカードの「さぁ！行動」欄に本

時の表現に関わる取組を記述させる。 

 

 

◇食卓に米が届くまでの流通と費用につ

いて「ＪＡ利用」「直売」というキーワ

ードを使ってまとめさせる。 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「かいぜん」欄に今日

の表現や学び方について振り返らせ記

述させる。 

 

 

 

生産地から消費者に

運ばれるまでの過程

や輸送について調べ

て、価格にどのよう

な費用が含まれてい

ることを理解してい

る。（画用紙）【知②】 

 

 

 

 

 

 

米をＪＡへ出荷する

農家と直売で売る農

家の考え方を基に、

農家の工夫や努力に

ついて付箋の情報を

根拠に考えをまとめ

ている。（画用紙）    

【思①】 

 

 

 

 

 

  

まとめ   米の価格には輸送費や管理費が米の価格に含まれていて、農家はＪＡを利用

したり、直売をしたり工夫しながら販売している。 

２ 問題解決をする。（30分） 

３ 学習のまとめ・振り返りをする。（10分） 



 

 

（１）本時の目標 

これまで学習したことをまとめ、話し合うことを通して、特Ａの米が地形や気候といった自然条件や、

農家の工夫や努力、技術の向上、関係機関の支援といった社会条件が関連していることを説明することが

できる。 

（２）観点別学習状況の評価規準 

    生産の工程、人々の協力関係、技術の向上、輸送、価格や費用などに着目して、食料生産に関わ

る人々の工夫や努力を考え、表現している。【思①】 

（３） 学習の展開（第６時／全８時） 

学習活動 

◎主発問 

・補助発問 

◇指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

 

 

 

〇これまでの学習を振り返る。 

《集団思考》 

 

〇本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇キーワードをもとに、庄内平野の米

づくりのヒミツを整理する。 

《個人思考》 

 

 

 

 

〇グループで交流する。 

《集団思考》 

 

 

水の管理 
カントリー 

エレベーター 
鳥海山 

日向川 最上川 庄内平野 

気温差 日照時間 季節風 

耕地整理 機械化 ＪＡ 

農業研究所 品種改良 直売 

ブランド米 農薬 
トラック・

鉄道 

 

 

 

◇これまでの学習で出てきた米づくりに

関わるキーワードを確認する。 

◎特Ａをたくさん作る庄内平野の米づく

りにはどんなヒミツがありましたか。 

【興味を引き出す問い】 

 

 

 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「見通し」欄に表現に

関する目標を記述させる。 

 

 

 

 

◇タブレットを活用し、自分でキーワー

ドを仲間分けし、ラベリングする。その

際、他のキーワードがあれば追加させ

る。 

・キーワードを仲間分けしてラベリング

してみましょう。 

 

◇これまでの学習した内容（タブレット

資料やノート）を根拠として示しなが

ら自分の仲間分けした理由について説

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時のめあての確認。（10分） 

本時の学習（第６時） 

めあて 特Ａの米を生産する庄内平野のヒミツをまとめよう。 

２ 問題解決をする。（25分） 



 

 

 

〇全体交流をする。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時のまとめを行う。 

《個人思考》 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

明し、グループで再度仲間分けさせ、ラ

ベリングさせる。 

 

◇グループで話し合った意見を発表させ

る。 

・どのような仲間に分けましたか。 

◇画用紙から共通しているラベリングの

キーワードを確認する。 

・どのようなキーワードがでましたか。 

◇みさかじカードの「さぁ！行動」欄に本

時の表現に関わる取組を記述させる。 

 

 

 

◇特Ａの米が生産される理由をラベリン

グした言葉を使ってまとめさせる。 

・ラベリングした言葉を使って、庄内平野

で特Ａの米が多く作られるヒミツをま

とめましょう。 

 

 

◇みさかじカードの「かいぜん」欄に今日

の表現や学び方について振り返らせ記

述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習したことを基

に、農業の仕組み、工

夫や努力したことを

分かりやすく説明し

ている。 

（発言、画用紙）                     

【思①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習のまとめ・振り返りをする。（８分） 



  

 

（１）本時の目標 

これまで学習してきた慣行農法とは異なる無農薬栽培の米を作る農家について調べることを通して、

農家の工夫や努力、願いや思いを説明することができる。 

（２）観点別学習状況の評価規準 

地図帳や各種の資料で必要な情報を調べ、まとめている。【知③】 

生産の工程、人々の協力関係、技術の向上、輸送、価格や費用などに着目して、食料生産に関わ

る人々の工夫や努力を考え、表現している。【思①】 

（３）学習の展開（第７時／全８時） 

学習活動 

◎主発問 

・補助発問 

◇指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

 

 

 

〇無農薬栽培の米づくりの存在を知る。 

《問題把握》 

 

 

 

 

<無農薬栽培の米づくりの特徴> 

 

 

〇米の価格のヒミツについて予想する。 

《個人思考》 

 

〇本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

〇無農薬栽培の米づくりの特徴について

調べる。 

《個人思考》 

 

 

 

 

 

◇スーパーで販売されている米の価

格と無農薬栽培の米の価格を提示

し、販売価格の理由を予想させる。 

・なぜスーパーで販売されている米の

約７倍の価格で米を売っているの

でしょうか。 

 

◇無農薬栽培の米づくりの特徴を慣

行農法の米づくりと比較し、ずれを

生み出し課題へつなげる。 

◎なぜ高い、難しい、少ない米づくり

をしているのでしょうか。 

【興味を引き出す問い】 

◇約７倍で売られている米のヒミツ

について理由を予想させる。 

・約７倍になる米のヒミツを予想して

みましょう。 

 

 

◇みさかじカードの「見通し」欄に表

現に関する目標を記述させる。 

 

 

◇資料を基に無農薬栽培の米づくり

の特徴を調べさせ、付箋に書かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県新庄村の無

農薬栽培の米づく

りを調べ、特徴に

ついてまとめてい

る。（付箋）【知③】 

１ 本時のめあての確認。（５分） 

本時の学習（第７時） 

めあて 約７倍の価格で売られる米のヒミツを調べよう。 

２ 問題解決をする。（35分） 

・米の価格が高い。 

・育てるのに手間がかかり難しい。 

・取れる量は少ない。 



〇グループで交流する。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生産者の話を聞く。（動画） 

 

 

 

 

 

 

〇本時のまとめを行う。 

《個人思考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

◇これまで学習してきたことを根拠

として付箋に書いたことを説明し、

グループで仲間分けさせ、ラベリン

グさせる。 

 

◇みさかじカードの「さぁ！行動」欄

に本時の表現に関わる取組を記述

させる。 

 

 

◇無農薬栽培の米づくりを行う農家

から、生産への思いや願いを聞き、

画用紙や付箋に、生産者から聞いた

情報を付け加える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「かいぜん」欄に

今日の表現や学び方について振り

返らせ記述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習してきた農家

との共通点や違い

に着目し、無農薬

栽培の米づくりの

特徴について付箋

の情報を根拠にし

て分かりやすく説

明している。 

（発言、画用紙）          

【思①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習のまとめ・振り返りをする。（８分） 

まとめ   無農薬栽培の米づくりは、自然の環境を守りたい、おいしい米を食べ

てほしいという思いから努力や工夫をしながら作っている。 



  

 

（１）本時の目標 

    これまでの学習を基に農業の課題を改善するために消費者にできることを話し合うことを通して、日

本の農業の発展を考え、議論することができる。 

（２）観点別学習状況の評価規準 

学習したことを基に、食料生産と国民生活との関わりを捉え、これからの農業の発展について自

分の考えをまとめ、表現している。【思②】 

我が国の農業における食料生産について、主体的に問題解決しようとしたり、学習したことを基

に、これからの農業の発展について考えようとしたりしている。【主①】 

（３） 学習の展開（第８時／全８時） 

学習活動 

◎主発問 

・補助発問 

◇指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

【観点】 

 

 

〇これまで学習した米づくりについて

振り返る。     

 

 

 

 

 

〇現在の農業を取り巻く課題について

知らせる。       《問題把握》 

 

 

 

 

 

〇本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分の主張を付箋に書く。 

《個人思考》 

 

 

 

 

 

◇これまで学習してきた慣行農法と風景

を守る米づくり、有機農法について確

認する。 

・日本ではどのような米づくりが行われ

てきていましたか。 

・共通している思いは何か。 

 

◇現在話題になっている「耕作放棄地の

増加」「米の消費量減少」「高齢化」を知

らせ、農業には、多くの課題が存在して

いることに気付かせる。 

・これからの農業はどうなっていくので

しょうか。  【興味を引き出す問い】 

 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「見通し」欄に表現に

関する目標を記述させる。 

 

 

 

◇これまでの学習した内容を基に「これ

からもおいしい米を食べ続けるため

に、大切なこと」を消費者と生産者の立

場から考えさせ、付箋に主張を書かせ

る。 

◎これからもおいしい米を食べ続けてい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 問題解決をする。（２５分） 

本時の学習（第８時） 

生産・消費の減少 

・高齢化→生産者が減る 

・耕作放棄地増加→生産量が減る 

・米の消費量減少→生産者・生産量が減る 

 

めあて これからの米づくりについて考えよう。 

１ 本時のめあての確認。（８分） 



 

 

 

〇グループで考えを交流する。 

《集団思考》 

 

 

 

〇これからの米づくりに大切なことに

いて生産者と消費者の立場から議論

する。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇全体で交流をする。 

《集団思考》 

 

 

 

 

 

〇本時のまとめを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

くために一番大切なことは何でしょう

か。        【議論を促す問い】 

 

◇これまでの学習で使用した資料や教科

書などの根拠をもとに、自分の考えを

説明させる。 

 

 

◇これからもおいしい米を食べ続くける

ために、一番大切なことは何かグルー

プで議論させる。 

・これからもおいしい米を食べ続くける

ために、どの考えが一番大切ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇班でまとめた意見や個人の意見を交流

し、生産者、消費者の立場で考えを発表

させる。 

◇みさかじカードの「さぁ！行動」欄に本

時の表現に関わる取組を記述させる。 

 

 

◇議論や全体交流を通して、おいしい米

を食べ続けるために、大切にしたいこ

とを「生産者」「消費者」というキーワ

ードを使ってまとめさせる。 

 

 

 

 

 

◇みさかじカードの「かいぜん」欄に今日

の表現や学び方について振り返らせ記

述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の農業の現状

を改善することに

ついて、学習した

ことを基に、消費

者や生産者の立場

から多角的に考

え、付箋の情報を

根拠にして議論し

ている。 

（発言、画用紙） 

【思②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから農業の発

展について考えを

まとめている。 

（画用紙）【態②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<生産者の立場>  

・地球を守るために、環境にやさしい米づくりを続ける。 

・生産量の高い米づくりと、風景や環境を守る米づくりをこれからも両方続ける。 

・機械化で、米づくりの負担を減らしていく。 

・イベントを増やし、農業に興味をもってもらう人を増やす。 

<消費者の立場> 

・米づくりの人たちのことを思いながらご飯を食べる。 

・ご飯をしっかり食べて消費を増やす。 

・米をつくっている方々に感謝の気持ちをもって食べる。 

 

まとめ  農業に関わっている人の負担を減らしたり、私たちも米の消費を増やしたりする

ことで、これからもおいしい米が食べ続けられるだろう。 

３ 学習のまとめ・振り返りをする。（1２分） 



【配付資料①】  

第３時間目「井仁のたな田～美しい風景を守る米づくり～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配付資料②】  

第５時間目「お米の流通と費用について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【配付資料③】  

第７時間目「自然と地球の未来を守る米づくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【巻末資料】 

児童の学びの自己調整を促すツール「みさかじカード」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<参考資料>  

・あきおおたから【https://cs-akiota.or.jp/】（最終アクセス令和８年２月13日） 

・棚田ＮＡＶＩ「井仁の棚田」【https://tanada-navi.com/introduce/ini/】 

（最終アクセス令和８年２月13日） 

・株式会社Fullbackホームページ【https://fullback-ss.com/】（最終アクセス令和８年２月13日） 


